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世界最大級の国際調達機関、クラウンエイジェンツ（CA）の日本事務所は、日本のODAにおける事業領域を一段と広
げている。同事務所事業部の山口実チームリーダーに最近の主な取り組みとCAの優位性などを聞いた。

「調達」を通して環境・気候変動対策に貢献

─「調達」という仕事の難しさ、またもっとも留意していること

はどういうことでしょうか。

　　　 現地におけるニーズ調査を行い、機材ならばどういうものが

実際に必要とされているのか、を多角的に調べて

いきます。例えば、使いこなせるオペレーターが

いるかどうか、メンテナンス体制は整っているか

どうか、トラックなど車両の場合はその用途、駆

動方式などを調べ上げ、適正な調達を行っていく

必要があります。この最初の段階で間違ってしま

うと、プロジェクトの全部がおかしくなってしまう。

　したがって、調達といっても単に要請された物

を送ればいいというものではなく、現地事情に関

わるあらゆる情報を調べ上げ、最適なものを適正

な価格で契約し、途上国側の要望する目的に合致

したものを調達することが重要だと考えています。

─事業部チームリーダーとして、現在はどのよ

うな案件をご担当されていますか。

　　　 環境・気候変動対策無償として実施されている太陽光を活用

したクリーンエネルギー導入計画をはじめ、森林保全計画、自然災

害対処能力向上計画の調達業務を担当しており、森林保全について

は７カ国、自然災害分野では10カ国を、それぞれ他のチームリーダ

ーや担当者と連携しながらカバーしている状況です。チームリーダ

ーとしての役割は、

ドナー側の先方機関

と密に連絡調整を図

りつつ、複数の被援

助国の調達業務を横

断的に見ながら、現

地ニーズに的確に対

応していくことです

が、業務内容は非常

に複雑、かつ幅が広

いため、非常にチャレンジングな任務だと認識しています。

　例えばCAが担当しているケニアの森林保全計画では、現地実施機

関であるケニア森林公社（KFS）が実施している森林の違法伐採の

撲滅事業を支援するための機材や役務の調達、GISを使った森林地図

などの作成及び体制強化などの支援を実施しています。違法伐採の

防止活動など、機材供与にとどまらない技術協力

的な要素も多い上、森林レンジャーが使う警備用

車両、KFSが管理する総延長7,000kmに及ぶ林道

整備用の重機に至るまで、調達する機材の範囲も

実に細かく、幅広い。GISを活用した森林利用地

図作成などについては、日本の技術コンサルタン

トの知見を活用させていただいており、役務の調

達も重要なポーションになっています。その内容

は“プログラム型援助”に近く、アフリカではケ

ニアに加え、ガーナ、マラウイ、モザンビーク、

コートジボアールの案件をCAが推進しており、各

国の事情や森林保全活動の特徴を踏まえ、最適な

調達の迅速な実施に努めています。

─山口さんはCA入社以前にも日本大使館、調達機関、民間企業な

どで豊富な業務を経験されている。その経験を踏まえ、CAの強み、

優位性についてはどう捉えていますか。

　　　 特にアフリカ地域での業務を通して痛感することは、CAは多

くの国に事務所及びスタッフを配置していることの強みです。それも、

多くの国で数十年にもわたり事務所を設置し、先方政府、各省庁関

係者らと緊密なヒューマン・ネットワークが出来上がっており、現

地事情に精通していることから、とにかく現地CA職員のレスポンス

の適確さには驚かされます。また、単なる連絡係ではなく、調達を

専門とする職員を各事務所に配置しており、日本の機関や会社との

比較での強み、優位性は、こうした点にあると思います。

　事務所のない国でプロジェクトが始まると、速やかに担当者を現

地に派遣・配置し、可能な限り被援助国に近いところで仕事をさせ

ようというポリシー、姿勢もCAの優れた点だと考えています。
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　北朝鮮については、これまで日本との関係改善が進展せず十分
な情報もない中、横田めぐみさんの生存情報、ワールドカップ予
選の平壌開催等、日本国民の関心を喚起する話題が出てくると、
マスコミで一時的に取上げられるという状況が続いていましたが、
昨年末に金正日総書記の急死という大きなニュースが飛び込んで
きました。
　北朝鮮は当センターが主な調査対象としてきたODA対象国で
はありませんが、これまで当センターでは、外務省調査「中国東
北部の経済開発計画と北朝鮮のあり得べき経済開発計画との連携
可能性に関する調査」を受託する等、関連調査には積極的に取り
組んできました。過去の調査を通じて感じることは、北朝鮮にお
いて大きな変化が進んでいることです。特に、金正日総書記の急
死と指導体制変更等、大きく北朝鮮が変化に直面せざるを得ない
状況の中、今年2012年は世界でも中国、米国、韓国等、関係国に
おいて首脳の交替と選挙が行われる等、北朝鮮を取り巻く環境も

大きく変化することが予想されます。これらのことは各国に大き
なインパクトをもたらし、日朝関係や北東アジア全体にも大きな
影響を与えることとなるでしょう。
　こうした状況を受け、また将来的には北朝鮮の経済社会開発に
日本が様々な形で関与していくことが予想されることから、当セ
ンターは国際交流事業の一環として「北朝鮮と北東アジアの経済
社会開発に関する研究事業」をスタートしました。
　当国際交流事業の概要は下記の通りであり、関係近隣国の有識
者の協力を得て、数年をかけて研究を行うと同時に、その成果を
幅広く関係者及び一般の方々に紹介する計画です。
　日本が今後どのように北朝鮮との関係を構築し発展していく可
能性があるかについて、主に経済社会面から研究を行う予定です。
研究成果は日本及び関係国の関係機関・関係者にとって有益な内
容としたいと考えています。

北朝鮮を取り巻く環境の大きな変化が予想される2012年
―IDCJは北朝鮮研究の取組み（国際交流事業）をスタート―

　初年度となる本年は、東北アジアを取り巻く環境の変化と現状、
東北アジア・北朝鮮における総合開発戦略についての研究会を数
回に分けて行い、３月には国内有識者及び海外からの有識者を招

聘し国際シンポジウムを実施致します。３月のシンポジウムの詳
細については本年２月頃に当センターホームページ
（http://www.idcj.or.jp/）に掲載しますので、是非、ご確認ください。

（文責：IDCJ主任研究員　西野俊浩）

研究事業概要

［目　　的］

１）北朝鮮の経済社会開発に関する見識を深める
こと

２）北朝鮮に関係する北東アジアに関する国内・
関係国の有識者・関係機関との関係を構築す
ること

３）シンポジウムを開催し研究結果を幅広く関係者・
一般の方々に紹介すること

［実施体制］

有識者：早稲田大学教授深川由起子氏、
　　　　東京国際大学大学院講師李燦雨氏
参加メンバー：IDCJ研究員

＊その他、毎年の研究テーマを踏まえて、中国、韓国及び国内の有識
者に協力を依頼。

［研究会・シンポジウムテーマ］


